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Frías） が 2013 年 3 月 5 日亡くなった。2012 年
10 月に大統領選挙で 4 選を果たしたわずか 5 ヵ
月後，新任期に就任することないままの死去で
あった。国喪があけた直後に，国家選挙管理委員
会（CNE: Consejo Nacional Electoral，以下「選管」）
は 4 月 14 に大統領選挙を実施することを公示し
た。そして，短い選挙戦を経て，ニコラス・マ
ドゥロ（Nicolás Maduro）副大統領（当時）が僅





このようにベネズエラは，2012 年 10 月以降激












いる（坂口 [2012, 2013a, 2013b]，村上 [2013]）。本
稿では，それらに続き，「チャベスなきチャベス













て 4 月 14 日の大統領選挙が公示された。チャベ
ス派からは，チャベス大統領によって後継指名
されていたマドゥロ副大統領が擁立された。一
方反チャベス派からは，2012 年 10 月の大統領
選挙で反チャベス派連合，民主統一会議（MUD: 





社の世論調査で 15 ～ 20％リードするなど，優勢
であるとみられていた（El Universal, 19 de marzo, 













も出てきた（ABC, 12 de abril , 2013）。
2　結果発表とその後の混乱
4 月 14 日の選挙結果は選管発表（表 1）によると，
約 22 万票，得票率では 1.5%弱の僅差でマドゥロ
が勝利を収めた。しかし選管の結果発表会見とそ
表1　大統領選挙の結果
2006 年 12 月 2012 年 10 月 2013 年 4 月
チャベス派




エンリケ ･ カプリレス 6,591,304 44.31% 7,363,980 49.12%
得票数（率）差 3,016,614 25.94% 1,599,828 10.76% 223,599 1.49%
有効投票数 11,630,152 14,872,739 14,990,543 
投票率 74.69% 80.49% 79.68%
（出所） CNE（選管）ウェブページ（http://www.cne.gob.ve　2013 年 7 月 23 日アクセス）より筆者作成。





















11 名 の 犠 牲 者 が 出 た（El Universal, 15 de mayo, 
2013）。市中の混乱が続き，反チャベス派が結果
を認めないなか，ルセナ選管委員長は選挙翌日に
マドゥロの勝利を宣言した。また 4 月 18 日には
選挙後の混乱を受けてペルーで急きょ南米諸国連
























2013 年 4 月大統領選挙を過去 2 回の大統領選
挙の結果と比較すると，いくつかの注目すべき点

















会 主 義 党（PSUV: Partido Socialista Unido de 
Venezuela）単独の得票数では，カプリレスに及
ばなかったということである。ベネズエラの大統













2012 年 10 月 得票数 得票率（%） 2013 年 4 月 得票数 得票率（%）
ウーゴ ･ チャベス 8,191,132 55.07 ニコラス ･ マドゥロ 7,587,579 50.61
PSUV 6,386,699 42.94 PSUV 6,193,662 41.31
PCV（共産党） 489,941 3.29 PCV（共産党） 283,678 1.89
PPT 220,003 1.47 TUPAMARO 247,648 1.65
REDES 198,118 1.33 PODEMOS 210,478 1.40




エンリケ ･ カプリレス 6,591,304 44.31 エンリケ ･ カプリレス 7,363,980 49.12
（出所） 表 1 と同じ。
 
 




PSUV 単独での得票が 619 万票にとどまり，カ
プリレス（民主統一会議）の 736 万票に 100 万票
以上の差をつけられたのである。さらにいえば，
「PSUV 単独では勝てない」という現象は，チャ










































































































品や生活必需品の不足，製造業 ･ 工業 ･ 石油各部
門の生産縮小，財政赤字と国内外債務の肥大化と
いった危機的な経済状況を引き継いだ（詳細は坂
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誕生 1 ヵ月半後にはハウア外務大臣（Elías Jaua）
が米国のケリー国務長官（John Kelly）とグアテ
マラで開催された米州機構（OAS: Organization of 
American States）総会時に会談し，過去 3 年相互
に引き上げていた大使を再赴任させることを含
め，両国関係を改善していくことに合意した（El 
Universal, 6 de junio, 2013）。














































































公定為替レート（1 ドル 6.3 ボリバル）は，闇レー
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ベネズエラ「チャベスなきチャビスモ」マドゥロ政権の誕生























































今後の選挙の予定は，直近では 2013 年 12 月
8 日に市レベルでの地方選挙が実施されることに
なっている。現在は，カラカス首都圏を形成する


















































ていると主張した。第 2 に，憲法 231 条は，選出

















マドゥロが 1 月 10 日以降も副大統領として大統
領代行を続けるのは違憲であると主張した。（坂口 
[2013a]）。






に 違 反 し て い る。http://www.eluniversal.com/
nacional-y-politica/130517/maduro-senalo-que-tiene-
identificados-a-900-mil-que-no-votaron-por-el（2013
年 9 月 27 日アクセス）。
⑶ マドゥロの母親がコロンビア人であるとの情報が
出ており，その場合コロンビア憲法により自動的
に子はコロンビア国籍を持つ（El Universal, 27 de 
septiembre, 2013）。
⑷ 政権誕生 1 ヵ月後に政府は，海外からトイレット
ペーパーや石鹸を緊急輸入するために公定レート
換算で約 8000 万ドルの追加借入れを決めた（El 
Universal, 24 de mayo, 2013）。
⑸ 2013 年 6 月に筆者がカラカスで実施した，現地
の企業家，業界団体，エコノミストらへのインタ
ビューより。
⑹ 実際には，飛行許可を得るには 3 日以上前に許可







Weekly, September 25, 2013）。
⑺ El Universal, 3 de octubre, 2013。また同様にマドゥ
ロ政権がスノーデン氏の亡命受け入れを決めた理
由に関する El Universal 紙のウェブサイト上（http://
www.eluniversal.com）の読者アンケート調査（2013
円 7 月 8 日時点，回答数 2241）でも，79.47%が「国
内問題に対する不満をそらすため」と答えている










（両者とも 2013 年 10 月 15 日アクセス）。またガル
シア議員は，「今回公開するのは会話の半分であり，
残り半分はより衝撃的な内容である。時期を見て
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